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テラヘルツ波結晶の開拓 

テラヘルツ波結晶のテラヘルツ大容量高速通信システムへの 
応用可能性を世界で初めて実証 

伝搬損失 < 0.1 dB/cm@0.3 THz 
（平面金属線路よりも2桁ほど小さい，過去最高の低損失性を実現） 

誘電体微細周期構造「フォトニック結晶」のテラヘルツ帯への展開 

長さ50 cm，28回曲げ 

直線導波路 曲げ構造 

1 mm 

240 μm 240 μm 

モニタ 

非圧縮ハイビジョン映像伝送 

試料 THz波 
送信 

THz波 
受信 
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共鳴トンネルダイオードの高速通信の可能性追究 

回路・アンテナの工夫 

ダイポールアンテナ 

RTDチップ 

200 μm 

RTD 

100 μm 

コネクタ 

10 mm 実装回路 

上面 

超半球レンズの導入 
側面 

5 mm 

Si超半球レンズ 

RTDチップ 

RTD受信器による17 Gbps通信 

100 mV 
20 ps 

BER < 10-11 

非圧縮4K映像の無線伝送 

4K モニタ 
RTD 
受信器 

THz 
送信器 

4K 映像コンテンツ 
アストロデザイン社 
「小笠原の海」 

共鳴トンネルダイオード(RTD) として，過去最高の高速通信を実現 
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